
○基本的視点の再チェック

○補助事業の内容および目的・効果

（目　的）

目　　的

（効　果）

・ 効 果

○財政的視点のチェック

○補助事業の収支状況　※上段:補助事業等に要する経費　[下段]:補助対象経費

会議費

　　課税事業者
　　免税事業者

　函館西防犯協会に対する運営費補助

　犯罪のない明るい社会を目指し，地域の犯罪を防止する各種啓発活動を展開し
ている団体であり，その役割は大きく，その活動のより一層の推進を図る。

　各種犯罪の予防，青少年の非行防止，自主防犯意識の高揚と啓発を図ることが
できる。

　①広く市民生活の向上に
貢献
  する事業
　②市民ニーズが高い事業

[1,064]

R8

(予算)

510 126 483 10 0 0 1,129

[510] [126] [423] [5] [] []

出
R7

(決算)

510 149 564 5 0 0 1,228

[510] [149] [504] [] [] [] [1,163]

[159] [527] [] [11] [] [1,207]

R6

(決算)

510 159 587 5 11 0 1,272

[510]

[22] [] [1,432]

７ 経常経費の節減に努めているか

R5

(決算)

510 164 822 5 22

[510] [143] [757] []

　町会の会員数および団体の退会により分
担金および賛助金が減少していることか
ら，今ある収入の確保に努める。

[510] [97] [928] [7] [4] [] [1,546]

0 1,523

4 0 1,611

６
自主財源の確保に努めている
（最低でも前年度の収入を確保してい
るか）

支
R4

(決算)

510 97 990 10

年　度 人件費 事務費 事業費 表彰費 雑費 計

[] [] [1,064]

５ 前年度繰越金は生じていないか

R8

(予算)

260 75 402 392 0

[260] [75] [402] [327]

[260] [150] [403] [327] [23] [] [1,163]

0 1,129

23 0 1,228

４
補助割合は，補助対象経費の１／２以
内である

入
R7

(決算)

260 150 403 392

[150] [405] [353] [39] [2] [1,209]

R6

(決算)

260 150 405 418 39 2 1,274

[260]

[11] [3] [1,434]

３ 積算基準は定められている

R5

(決算)

260 75 409 767 11

[260] [75] [409] [676]

[260] [150] [420] [691] [25] [3] [1,549]

3 1,525

25 3 1,614

２ 補助金等の使途は適切である

有効性（他の手法ではなく補助す
ることが，施策目的実現に最適
か）

　地域の安全を確保するための自主的な防
犯活動を推進している団体であり，その活
動のための補助金が適当である。

収
R4

(決算)

260 150 420 756

年　度
助　　成　　金

分担金 賛助金
市 その他

雑収入 繰越金

１

公益性
（明確な公益性があるか）

　犯罪のない明るい社会を目指し，犯罪の予防，少年の非
行防止等の地域を基盤とした各種防犯活動を展開してい
る。
 近年，市内の犯罪認知件数は増加傾向にあり，児童への
声かけ事案や，車上狙い等の街頭犯罪など，身近な場所で
発生する犯罪が依然として多発しているとともに，高齢者
の特殊詐欺被害，SNS型投資詐欺，女性や子どもを狙った
事件などが増加し，市民生活に不安が広がっている。
 このような中，地域の安全を確保する活動を積極的に推
進しており，その役割は重要である。

内　　容
２

必要性（補助しなければならない
事業であるか）

　少額の予算で各種防犯活動を行ってお
り，補助事業を廃止した場合，事業の削減
など活動の停滞を招く。

３
自主性（自主自立に向け努力して
いるか）

助成の根拠規定等
函館市補助金等交付規則，防犯協会補助金交付要綱

(条例・規則・要綱等)

　人口が減少する中，各町会からの分担金
や，企業や個人からの賛助金の確保を図っ
ている。

財　政　的　視　点 不適 不適の場合の理由と今後の対応について

(単位：千円)
１

積算内訳は，前年踏襲となっていない
か計

４

団　体　名 函館西防犯協会
団体等

の状況

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№１）   補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№２）

補 助 金 名
（交付金名）

函館西防犯協会補助金
開　始

昭和３９年度
補 助 金 名
（交付金名）

函館西防犯協会補助金
年　度

基　本　的　視　点 適 不適 説　　明



○補助効果の検証
（効果測定方法，具体的な数値等）

（達成状況）

（評　価） （理　由）

十分効果をあげている

 一定の効果をあげている

効果が疑問である

その他

○今後の方向性
（見直しの内容）

（見直しの時期）

（廃止の理由） （その他の内容）

（廃止の時期）

○終期の設定

終期設定 □ 終期到来により廃止 次回チェック年度(予定)

☑ 現行のまま補助を継続
　犯罪防止は，地域住民の協力のもとに防犯活動
を展開することが不可欠であり，今後も団体の目
的達成および育成強化のために，継続して助成す
る。なお，多額の被害が発生している特殊詐欺被
害防止のため，より一層の活動推進を図る必要が
ある。

□ 見直したうえで補助を継続

□ 廃止

  補 助 金 ・ 交 付 金  チ ェ ッ ク シ ー ト（№３）

補 助 金 名
（交付金名）

函館西防犯協会補助金

　各種パトロールおよび地域の犯罪を防止する啓発活動の実施状況

　（参考）函館西警察署管内犯罪認知件数
　　　　　令和７年度　　３４９件
　　　　　令和６年度　　３９３件

【令和７年度実績】
・防犯パトロールの実施（通年）
・地域安全運動・歳末警戒等への参加（通年）
・特殊詐欺被害防止対応訓練等の実施（通年　対象：銀行）
・街頭啓発活動等の実施（通年）

令和10年度 ☑ 終期到来時に再検討 令和10年度

□ その他

□

☑

□

□


